なぜ石介は「怪奇」の罪人となったのか by 渡部, 雄之
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な
ぜ
石
介
は
「
怪
奇
」
の
罪
人
と
な
っ
た
の
か
渡
部
雄
之
は
じ
め
に
「
怪
奇
」
と
は
何
か
。
川
合
康
三
氏
は
「
奇
―
中
唐
に
お
け
る
文
学
言
語
の
規
範
の
逸
脱
―
」
［
１
］に
お
い
て
、
中
唐
の
韓
門
の
文
学
、主
に
詩
に
関
わ
る
批
評
用
語
と
し
て
の
奇
に
つ
い
て
考
察
し
、
「
奇
が
差
異
を
も
つ
と
こ
ろ
の
対
象
が
、
特
殊
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
規
準
と
考
え
ら
れ
た
時
、
す
な
わ
ち
規
範
性
を
も
つ
時
、
そ
れ
か
ら
の
偏
差
で
あ
る
奇
は
、
規
範
を
逸
脱
し
た
反
価
値
性
を
帯
び
る
。」と
述
べ
る
。さ
ら
に「
奇
が
対
立
す
る
と
こ
ろ
の
対
象
が
、
規
範
性
、
正
統
性
と
い
っ
た
確
固
と
し
た
価
値
概
念
と
、
衆
多
、
尋
常
の
堆
積
で
あ
る
無
価
値
と
の
間
を
揺
れ
動
く
た
め
」
に
、
奇
は
価
値
と
反
価
値
の
間
で
揺
れ
動
く
と
言
う
。
ま
た
怪
は
、
奇
よ
り
も
さ
ら
に
規
範
か
ら
の
隔
た
り
の
度
合
い
が
進
ん
だ
、
常
規
を
逸
し
た
も
の
と
す
る
。
奇
に
お
け
る
価
値
と
反
価
値
、
奇
と
怪
の
規
範
か
ら
の
逸
脱
の
度
合
い
と
い
っ
た
違
い
は
、
論
文
中
に
示
さ
れ
る
例
と
川
合
氏
の
分
析
の
仕
方
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
々
の
資
料
の
文
脈
に
よ
る
。あ
る
対
象
に
つ
い
て
奇
や
怪
と
い
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を
固
定
し
た
概
念
と
し
て
捉
え
て
は
な
ら
ず
、
常
に
規
範
と
の
差
異
を
意
識
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
各
評
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
身
が
考
え
る
規
範
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
事
象
に
遭
遇
し
た
際
、
彼
ら
は
奇
や
怪
等
の
こ
と
ば
で
そ
の
ズ
レ
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。「
怪
奇
」
を
扱
う
際
に
は
、
こ
う
し
た
規
範
の
個
別
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
詩
に
お
い
て
規
範
か
ら
の
逸
脱
を
尊
ん
だ
韓
門
で
あ
る
が
、
古
文
に
お
い
て
も
「
怪
奇
」
を
唱
道
し
た
。
こ
れ
に
対
し
北
宋
の
主
要
な
古
文
家
は
、
往
往
「
怪
奇
」
に
反
感
を
示
す
。
殊
に
文
学
史
に
お
い
て
復
興
の
旗
手
と
位
置
付
け
ら
れ
る
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
は
、「
怪
奇
」
に
強
く
反
撥
し
排
斥
し
た
人
物
と
し
て
、
先
行
研
究
で
最
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
に
自
身
が
権
知
貢
挙
と
し
て
統
轄
、
実
施
し
た
科
挙
に
お
い
て
、
当
時
太
学
で
流
行
し
て
い
た
「
怪
奇
」
を
特
徴
と
す
る
所
謂
太
学
体
で
書
か
れ
た
答
案
を
斥
け
、
明
快
達
意
の
文
章
を
採
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
太
学
体
は
長
ら
く
駢
文
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
東
英
寿
氏
は
こ
れ
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
評
語
が
全
て
「
怪
奇
」
の
範
疇
に
属
す
る
と
い
う
点
に
着
目
し
、
太
学
体
が
駢
文
で
は
な
く
、
晦
渋
な
古
文
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
［
２
］。
東
氏
に
よ
る
と
、
当
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時
の
文
体
は「
駢
文
か
ら
古
文
へ
と
大
轉
換
を
し
た
の
で
は
な
く
、
既
に
一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
た
古
文
と
い
う
文
體
の
範
圍
内
に
お
い
て
、『
險
怪
奇
澁
』
の
太
學
體
か
ら
、
明
快
達
意
の
古
文
へ
と
ま
さ
に
『
少
し
く
』
變
化
し
た
」
と
い
う
。
宋
人
に
弊
害
と
し
て
意
識
さ
れ
た
中
唐
以
来
の
「
怪
奇
」
の
流
れ
を
断
ち
切
り
、
以
後
の
古
文
の
方
向
を
決
定
付
け
た
と
い
う
意
味
で
、
太
学
体
の
排
斥
は
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
太
学
体
の
発
生
と
流
行
に
関
す
る
同
時
代
の
証
言
と
し
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
の
は
、
次
に
引
く
張
方
平
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
九
一
）
の
「
貢
院
請
誡
励
天
下
挙
人
文
章
奏
」（『
楽
全
集
』
巻
二
〇
）
で
あ
る
［
３
］。
自
景
祐
元
年
有
以
變
體
而
擢
高
第
者
、
後
進
傳
效
、
因
是
以
習
、
爾
來
文
格
日
失
其
舊
、
各
出
新
意
、
相
勝
爲
奇
。
至
太
學
之
建
、
直
講
石
介
課
諸
生
、
試
所
業
、
因
其
好
尚
、
而
遂
成
風
。
以
怪
誕
詆
訕
爲
高
、
以
流
蕩
猥
煩
爲
贍
、
逾
越
規
矩
、
或
誤
後
學
。
朝
廷
惡
其
然
也
、
故
下
詔
書
丁
寧
誡
勵
。
而
學
者
樂
於
放
逸
、
罕
能
自
還
。
今
貢
院
考
試
諸
進
士
、
太
學
新
體
間
復
有
之
。
景
祐
元
年
變
體
を
以
て
高
第
に
擢
せ
ら
る
る
者
有
り
て
自よ
り
、
後
進
傳
へ
效
ひ
、
是
れ
に
因
り
て
以
て
習
ひ
、
爾
來
文
な
ら
格
日
に
其
の
舊
を
失
し
、
各
お
の
新
意
を
出
だ
し
て
、
相
ひ
勝
る
を
奇
と
爲
す
。
太
學
の
建
て
ら
る
る
に
至
り
、
直
講
石
介
諸
生
に
課
し
、
業
と
す
る
所
を
試
む
る
こ
と
、
其
の
好
尚
に
因
り
、
而
し
て
遂
に
風
を
成
す
。
怪
誕
詆
訕
を
以
て
高
と
爲
し
、
流
蕩
猥
煩
を
以
て
贍
と
爲
し
、
逾
い
よ
規
矩
を
越
え
、
或
い
は
後
學
を
誤
ら
す
。
朝
廷
其
の
然
る
を
惡
み
、
に
く
故
に
詔
書
を
下
し
て
丁
寧
誡
勵
す
。
而
る
に
學
ぶ
者
放
逸
な
る
を
樂
し
み
、
能
く
自
ら
還
る
こ
と
罕
な
り
。
今
貢
院
ま
れ
諸
進
士
を
考
試
す
る
に
、
太
學
新
體
間
復
た
之
有
り
。
ま
ま
仁
宗
の
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
の
科
挙
以
降
、
新
し
い
発
想
を
示
す
こ
と
で
他
の
者
に
勝
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
、
受
験
者
の
間
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
慶
暦
四
年
（
一
〇
四
四
）
に
太
学
が
設
置
さ
れ
る
に
至
り
、
当
時
国
子
監
直
講
で
あ
っ
た
石
介
（
一
〇
〇
五
～
一
〇
四
五
）に
よ
っ
て
こ
の
傾
向
が
強
め
ら
れ
、「
太
学
新
体
」
と
名
付
け
ら
れ
る
程
の
流
行
を
見
せ
た
と
い
う
。
従
来
の
研
究
に
は
、
本
上
奏
文
を
根
拠
と
し
つ
つ
、『
宋
史
』
本
伝
が
「〔
石
〕介
為
文
有
氣
、嘗
患
文
章
之
弊
、佛
老
為
蠧
、著
『
怪
説
』『
中
國
論
』、
言
去
此
三
者
、
乃
可
以
有
為
。
又
著
『
唐
鑑
』
以
戒
姦
臣
、
宦
官
、
宮
女
、
指
切
當
時
、
無
所
諱
忌
。」（
介
文
を
為
る
に
氣
有
り
、
嘗
て
文
章
の
弊
、
佛
老
の
蠧
為
る
を
患
へ
、
つ
く
た
う
れ
「
怪
説
」「
中
國
論
」
を
著
は
し
、
此
の
三
者
を
去
れ
ば
、
乃
ち
以
て
為
す
有
る
べ
し
と
言
ふ
。
又
た
「
唐
鑑
」
を
著
し
て
以
て
姦
臣
、
宦
官
、
宮
女
を
戒
め
、
當
時
を
指
切
し
、
諱
忌
す
る
所
無
し
。）
と
述
べ
、
政
治
的
に
は
比
較
的
近
い
立
場
に
あ
っ
た
范
仲
淹
か
ら
さ
え
も
「
怪
鬼
」
と
称
さ
れ
た
（『
楓
窓
小
牘
』
巻
上
）
石
介
自
身
の
狷
介
な
性
格
を
論
拠
と
し
て
、
石
介
を
太
学
体
を
主
導
し
た
人
物
と
見
做
す
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
現
存
す
る
石
介
の
詩
文
が
思
い
の
外
平
易
な
も
の
で
あ
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り
、
少
な
く
と
も
「
怪
奇
」
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
作
風
で
あ
る
こ
と
か
ら
、石
介
主
導
者
説
に
慎
重
な
態
度
を
取
る
者
も
あ
る
。ま
た
、
「
太
学
新
体
」
と
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
は
同
一
視
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
太
学
体
に
関
す
る
諸
説
に
未
だ
定
論
が
無
い
の
は
、
そ
の
実
作
が
今
日
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
学
体
に
関
す
る
言
説
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
怪
奇
」
は
、
北
宋
古
文
復
興
全
体
を
見
渡
そ
う
と
す
る
時
、
ど
う
し
て
も
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、各
評
者
が
前
提
と
す
る
規
範
の
違
い
に
留
意
し
つ
つ
、
従
来
の
研
究
が
拠
り
所
と
し
た
資
料
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
で
は
、「
怪
奇
」
と
い
う
概
念
が
「
怪
」「
奇
」
「
険
」「
僻
」「
誕
」「
妄
」「
迂
」
等
の
語
で
表
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
一
語
一
語
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
余
裕
が
無
い
の
で
、
特
に
必
要
の
無
い
限
り
「
怪
奇
」
の
語
で
統
一
す
る
。
一
張
方
平
の
規
範
「
貢
院
請
誡
励
天
下
挙
人
文
章
奏
」
に
お
い
て
、
張
方
平
は
景
祐
の
「
変
体
」
か
ら
慶
暦
の
「
太
学
新
体
」
ま
で
の
流
れ
を
、
連
続
性
を
持
っ
た
も
の
と
見
て
い
る
。
景
祐
は
、
真
宗
の
大
中
祥
符
年
間
（
一
〇
〇
八
～
一
〇
一
六
）
か
ら
流
行
し
た
西
崑
体
が
勢
力
を
失
い
、
次
第
に
古
文
重
視
へ
と
向
か
う
交
替
期
に
当
た
る
［
４
］。
「
変
体
」
に
よ
っ
て
上
位
及
第
を
果
た
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
張
方
平
は
名
を
記
し
て
い
な
い
が
、
祝
尚
書
氏
は
そ
れ
を
景
祐
元
年
の
殿
試
の
状
元
で
あ
る
張
唐
卿
（
一
〇
一
〇
～
一
〇
三
七
）
と
推
断
し
た
［
５
］。
祝
氏
が
挙
げ
る
根
拠
は
、
張
唐
卿
が
そ
の
文
章
と
徳
行
を
東
州
士
人
か
ら
称
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
石
介
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
東
州
士
人
は
、
范
諷
（
生
没
年
不
詳
）
及
び
彼
に
付
き
従
っ
た
山
東
一
帯
の
士
人
た
ち
を
指
す
。
彼
ら
は
嵆
康
や
阮
籍
と
い
っ
た
古
人
の
言
行
に
倣
い
、
礼
儀
作
法
に
拘
ら
ず
、
盛
ん
に
天
下
の
事
を
述
べ
る
と
い
っ
た
豪
放
な
態
度
を
取
っ
た
。
東
州
士
人
の
言
動
は
多
く
の
人
々
の
憧
れ
を
呼
ん
だ
が
、
同
時
に
反
感
を
も
買
い
、
顔
太
初
（
生
没
年
不
詳
）
は
「
東
州
逸
党
」
と
題
す
る
詩
を
詠
ん
で
非
難
し
た
。
顔
太
初
の
詩
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
東
州
士
人
に
対
す
る
非
難
の
言
辞
は
し
ば
し
ば
「
怪
奇
」
と
結
び
付
く
。
こ
こ
か
ら
、
祝
尚
書
氏
は
同
じ
く
「
怪
奇
」
と
い
う
特
徴
を
備
え
た
石
介
と
の
関
連
を
見
出
し
、
張
唐
卿
を
「
変
体
」
の
作
者
と
す
る
。
ま
た
、
祝
氏
が
考
え
る
「
変
体
」
の
「
怪
奇
」
と
は
、
張
唐
卿
が
殿
試
で
作
っ
た
「
積
善
成
徳
論
」
が
、天
子
を
強
く
諫
め
る
こ
と
ば
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
殿
試
ま
で
歩
を
進
め
れ
ば
当
た
り
障
り
の
無
い
こ
と
ば
で
合
格
し
よ
う
と
す
る
の
が
受
験
者
の
一
般
的
な
心
理
で
あ
る
の
に
対
し
、
張
唐
卿
は
敢
え
て
諫
言
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
評
価
す
る
范
仲
淹
（
九
八
九
～
一
〇
五
二
）
の
こ
と
ば
が
、
張
唐
卿
の
墓
誌
銘
（
韓
琦
「
故
将
作
監
丞
通
判
陝
府
張
君
墓
誌
銘
」、『
安
陽
集
』
巻
四
七
）
に
記
さ
れ
て
い
る
［
６
］。
一
方
張
興
武
氏
は
、
上
記
の
張
唐
卿
の
態
度
は
范
諷
、
石
介
の
よ
う
な
怪
異
な
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
、「
変
体
」
の
作
者
と
し
て
よ
り
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
、
同
年
の
科
挙
で
甲
科
で
及
第
し
た
士
建
中
（
生
没
年
不
詳
）
を
挙
げ
る
［
７
］。
士
建
中
も
ま
た
、
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石
介
と
の
繫
が
り
が
深
い
人
物
で
あ
る
。
張
興
武
氏
が
示
す
根
拠
は
、
明
道
（
一
〇
三
二
～
一
〇
三
三
）
以
降
、
仁
宗
の
意
向
に
よ
っ
て
賦
だ
け
で
な
く
策
や
論
に
も
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
駢
文
の
よ
う
な
形
式
を
偏
重
し
た
文
は
徹
底
し
て
作
ら
な
か
っ
た
士
建
中
の
よ
う
な
人
物
に
も
、
合
格
の
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
張
氏
は
、
士
建
中
に
は
「
能
く
天
人
の
際
、
性
命
の
理
、
陰
陽
の
説
、
鬼
神
の
情
を
言
ふ
」（
石
介
「
上
范
思
遠
書
」、『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
一
三
）
と
い
う
「
怪
誕
な
学
術
的
基
礎
」
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
う
し
た
特
徴
が
「
変
体
」
に
結
び
付
く
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
［
８
］。た
だ
張
氏
自
身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
答
案
そ
の
も
の
が
残
っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
こ
れ
は
当
時
の
状
況
に
基
づ
い
た
推
論
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
士
建
中
に
対
し
て
下
さ
れ
る
「
怪
誕
」
と
い
う
評
価
が
、
そ
の
ま
ま
「
変
体
」
及
び
そ
れ
を
模
倣
し
た
後
進
の
「
各
お
の
新
意
を
出
だ
し
て
、
相
ひ
勝
る
を
奇
と
爲
す
」
と
い
う
態
度
に
結
び
付
く
の
か
筆
者
に
は
疑
念
が
残
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
怪
奇
」
と
は
あ
く
ま
で
評
価
を
行
っ
た
人
物
が
何
を
規
範
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
の
ズ
レ
を
指
摘
し
た
か
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
類
似
し
た
語
を
短
絡
的
に
結
び
付
け
る
だ
け
で
は
、
評
者
の
意
図
を
正
確
に
汲
み
取
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
で
は
、
上
奏
文
に
お
い
て
張
方
平
が
意
識
し
た
規
範
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
引
用
箇
所
の
直
前
の
一
文
に
「
伏
以
禮
部
條
例
、
定
自
先
朝
、
考
較
升
黜
、
悉
有
程
式
。」（
伏
し
て
以
へ
ら
お
も
く
禮
部
の
條
例
、
先
朝
自
り
定
ま
り
、
升
黜
を
考
較
し
、
悉
く
程
よ
式
有
り
。）
と
あ
る
よ
う
に
、
科
挙
に
お
け
る
規
程
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
［
９
］。
だ
と
す
れ
ば
、
張
方
平
の
言
う
「
変
体
」
も
科
挙
の
規
程
か
ら
外
れ
た
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
［
］。10
続
く
慶
暦
年
間
、
石
介
が
国
子
監
直
講
に
任
命
さ
れ
、
太
学
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
の
傾
向
は
、「
怪
誕
詆
訕
を
以
て
高
と
爲
し
、
流
蕩
猥
煩
を
以
て
贍
と
爲
し
、
逾
い
よ
規
矩
を
越
ゆ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
「
規
矩
」
も
、
科
挙
の
規
程
を
表
す
こ
と
ば
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
直
前
の
二
句
に
注
目
し
た
い
。「
怪
誕
詆
訕
」
は
で
た
ら
め
に
謗
る
こ
と
、「
流
蕩
猥
煩
」
は
取
り
留
め
が
な
く
雑
然
と
し
た
さ
ま
を
表
す
。
当
時
の
太
学
生
は
、
こ
う
し
た
答
案
を
優
れ
て
学
識
豊
か
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。
で
は
、
科
挙
の
規
程
に
外
れ
た
答
案
と
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
先
に
引
用
し
た
箇
所
の
続
き
に
、
文
体
ご
と
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。
其
賦
至
八
百
字
已
上
、
而
每
句
有
十
六
、
十
八
字
者
。
論
有
一
千
二
百
字
以
上
。
策
有
置
所
問
而
妄
肆
胸
臆
、
條
陳
他
事
者
。
其
の
賦
は
八
百
字
已
上
に
至
り
て
、
每
句
に
十
六
、
十
八
字
の
者
有
り
。
論
は
一
千
二
百
字
以
上
有
り
。
策
は
問
ふ
所
を
置
き
て
妄
り
に
胸
臆
を
肆
に
し
、他
事
を
條
陳
す
る
者
有
り
。
賦
、
論
に
お
け
る
形
式
上
の
特
徴
は
「
流
蕩
猥
煩
」
に
関
係
が
あ
り
、
出
題
を
無
視
し
た
回
答
を
行
う
と
い
う
策
の
内
容
に
関
す
る
特
徴
は
、「
怪
誕
詆
訕
」
に
通
じ
る
部
分
が
あ
る
。
張
方
平
は
、
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こ
う
し
た
文
体
ご
と
の
規
程
の
破
り
方
が
、
太
学
に
お
け
る
石
介
の
指
導
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
見
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、張
方
平
は
石
介
同
様
山
東
の
出
身
（
応
天
府
宋
城
、
現
在
の
山
東
省
商
丘
市
）
で
あ
り
、
官
吏
に
な
る
以
前
の
短
い
期
間
、
東
州
士
人
と
交
際
し
て
い
た
［
］。
そ
う
し
た
繫
が
り
も
あ
っ
11
て
か
、
石
介
は
張
方
平
が
進
士
と
な
っ
た
際
、「
安
道
登
茂
材
異
等
科
」
詩
（『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
三
）
を
詠
ん
で
祝
福
し
、
彼
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
張
方
平
の
方
で
は
、『
五
朝
名
臣
言
行
録
』
巻
十
に
引
く
『
蘇
氏
談
訓
』
に
「
張
安
道
雅
不
喜
石
介
、
謂
狂
譎
盗
名
。」（
張
安
道
雅
だ
石
介
を
喜
ば
ず
、
狂
譎
に
し
て
は
な
は
名
を
盗
む
と
謂
ふ
。）と
あ
る
［
］よ
う
に
、
石
介
を
嫌
っ
て
い
た
。
12
張
方
平
が
何
故
石
介
に
反
感
を
抱
い
た
の
か
、
彼
の
文
集
中
に
石
介
に
言
及
し
た
詩
文
が
他
に
無
い
た
め
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
次
に
引
く
「
論
小
臣
妄
投
封
章
訕
上
事
奏
」
（『
楽
全
集
』
巻
二
〇
）
が
或
い
は
そ
の
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
竊
惟
近
歳
以
來
、
時
風
寖
敝
、
是
非
起
於
憎
愛
、
毀
譽
移
於
朋
黨
。
貴
而
尊
者
、
畏
訕
誣
之
見
及
、
故
待
下
之
逾
謹
。
賤
而
卑
者
、
恃
詆
訾
之
可
行
、
故
奉
上
之
禮
益
倨
。
更
相
姑
息
、
遂
成
氣
俗
、
法
制
因
茲
不
振
、
堂
陛
由
是
益
削
。
且
軍
國
圖
議
、
三
事
之
職
、
將
相
進
退
、
人
主
之
柄
。
即
措
置
有
乖
於
理
體
、
謨
猷
不
允
於
人
望
、
朝
廷
固
有
邇
臣
列
位
、
諫
官
御
史
、
得
言
者
衆
、
必
有
獻
納
、
豈
容
小
人
妄
茲
干
議
。
近
如
王
預
仕
人
卑
品
、
婁
徹
草
澤
狂
生
、
投
匭
上
封
、
恣
斥
朝
政
。
…
…
臣
忝
列
諫
官
、
以
言
事
爲
職
。
豈
欲
杜
塞
群
論
、
蔽
虧
聰
明
。
顧
此
等
纎
邪
無
益
於
政
、
優
容
之
不
足
以
廣
言
路
、
崇
長
之
足
以
損
善
俗
。
伏
乞
降
出
預
、
徹
等
所
上
封
奏
、
觀
其
義
理
。
若
顯
爲
欺
罔
、
侮
黷
國
經
、
即
未
能
深
示
刑
章
、
乞
且
投
畀
遐
徼
、
庶
使
行
險
之
人
知
所
懲
沮
。
竊
か
に
惟
ふ
近
歳
以
來
、
時
風
寖
敝
れ
、
是
非
憎
愛
よ
り
お
も
や
や
や
ぶ
起
こ
り
、毀
譽
朋
黨
よ
り
移
る
と
。貴
く
し
て
尊
き
者
は
、
訕
誣
の
及
ぼ
さ
る
る
を
畏
れ
、
故
に
下
の
逾
い
よ
謹
む
を
待
つ
。
賤
し
く
し
て
卑
き
者
は
、
詆
訾
の
行
ふ
べ
き
を
恃
み
、
故
に
上
の
禮
を
奉
じ
て
益
ま
す
倨
る
。
更
相
ひ
姑
息
し
、
お
ご
こ
も
ご
も
遂
に
氣
俗
と
成
り
、
法
制
茲
れ
に
因
り
て
振
は
ず
、
堂
陛
是
こ
れ
に
由
り
て
益
ま
す
削
ら
る
。
且
つ
軍
國
の
圖
議
は
、
三
事
の
職
に
し
て
、
將
相
の
進
退
は
、
人
主
の
柄
な
り
。
即
し
措
も
置
に
理
體
に
乖
る
有
り
、
謨
猷
人
望
に
允
さ
れ
ず
ん
ば
、
も
と
ゆ
る
朝
廷
固
よ
り
邇
臣
列
位
、
諫
官
御
史
有
り
、
言
ふ
者
衆
き
を
お
ほ
得
て
、
必
ず
獻
納
す
る
有
る
も
、
豈
に
小
人
の
妄
り
に
茲
ま
ま
す
す
干
す
の
議
を
容
れ
ん
や
。
近
ご
ろ
王
預
の
如
き
人
に
仕
ふ
を
か
る
卑
品
、
婁
徹
の
ご
と
き
草
澤
の
狂
生
、
投
匭
上
封
し
、
恣
に
朝
政
を
斥
く
。
…
…
臣
忝
く
も
諫
官
に
列
し
、
事
を
言
ふ
を
以
て
職
と
爲
す
。
豈
に
群
論
を
杜
塞
し
、
聰
明
な
る
を
蔽
虧
せ
ん
と
欲
せ
ん
や
。
顧
み
る
に
此
れ
等
纎
邪
に
し
て
政
に
益
無
く
、
優
容
の
以
て
言
路
を
廣
ぐ
る
に
足
ら
ず
、
崇
長
の
以
て
善
俗
を
損
ふ
に
足
る
。
伏
し
て
乞
ふ
預
、
徹
等
の
上
る
所
の
封
奏
を
降
し
出
だ
し
、其
の
義
理
を
觀
ん
こ
と
を
。若も
し
顯
ら
か
に
欺
罔
を
爲
し
、
國
經
を
侮
黷
し
、
即
し
未
だ
深
く
刑
章
を
示
す
能
は
ず
ん
ば
、
且
に
遐
徼
に
投
畀
せ
ん
こ
と
ま
さ
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を
乞
ひ
、
險
を
行
ふ
の
人
を
し
て
懲
沮
す
る
所
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
庶
は
ん
と
す
。
こ
ひ
ね
が
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
に
よ
る
と
、
張
方
平
は
「
貢
院
請
誡
励
天
下
挙
人
文
章
奏
」を
書
い
た
五
年
前
の
慶
暦
元
年
（
一
〇
四
一
）
に
知
諫
院
と
な
っ
て
い
る
。
張
方
平
は
、
官
位
の
低
い
者
、
あ
る
い
は
無
位
無
冠
の
者
が
好
き
勝
手
に
大
官
や
朝
政
を
誹
謗
す
る
風
潮
を
変
え
る
べ
く
建
議
を
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
決
し
て
輿
論
を
無
視
し
、
下
位
の
者
が
天
子
や
朝
廷
に
意
見
す
る
手
段
を
絶
と
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
、「
纎
邪
」
な
上
奏
が
政
治
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
問
題
と
し
、
三
公
、
諫
官
、
御
史
等
の
存
在
意
義
が
無
く
な
る
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、「
太
学
新
体
」
に
対
す
る
「
怪
誕
詆
訕
」
の
評
価
に
通
底
す
る
だ
ろ
う
。
で
は
、「
太
学
新
体
」の
も
う
一
方
の
特
徴
で
あ
る「
流
蕩
猥
煩
」
は
、
石
介
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
張
方
平
は
、
石
介
の
太
学
で
の
指
導
が
当
時
の
「
怪
奇
」
の
傾
向
に
拍
車
を
掛
け
た
と
言
う
。
そ
こ
で
、
石
介
の
太
学
に
お
け
る
様
子
を
記
し
た
『
儒
林
公
議
』
巻
上
の
記
述
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
［
］。13
慶
曆
初
、
今
賈
相
國
昌
朝
判
領
國
庠
、
予
貳
其
職
。
時
山
東
人
石
介
・
孫
復
皆
好
古
醇
儒
、
爲
直
講
、
力
相
賛
和
、
期
興
庠
序
。
…
…
來
者
日
衆
、
未
幾
、
遂
盈
數
千
。
雖
祁
寒
暑
雨
有
不
却
者
。
…
…
講
員
日
衆
、
判
長
奏
假
庠
東
錫
慶
院
以
廣
學
舎
爲
大
學
。
詔
從
之
。
介
・
復
軰
益
喜
、
以
爲
教
道
之
可
興
也
。
他
直
講
又
多
少
年
、
喜
主
文
詞
、
毎
月
試
詩
賦
論
策
、
第
生
員
高
下
、
掲
名
於
學
門
。
介
又
好
議
都
省
時
事
、
雖
朝
之
權
貴
、
背
譽
訾
之
。
由
是
群
謗
諠
興
、
漸
不
可
遏
。
慶
曆
の
初
め
、
今
の
賈
相
國
昌
朝
國
庠
を
判
領
し
、
予
其
の
職
に
貳
た
り
。
時
に
山
東
の
人
石
介
・
孫
復
皆
好
古
の
じ
醇
儒
に
し
て
、
直
講
と
爲
り
、
力
め
て
相
ひ
賛
和
し
、
庠
序
を
興
さ
ん
こ
と
を
期
す
。
…
…
來
た
る
者
日
に
衆
く
、
未
お
ほ
だ
幾
な
ら
ず
し
て
、
遂
に
數
千
に
盈
つ
。
祁
寒
暑
雨
と
雖
も
却
か
ざ
る
者
有
り
。
…
…
講
員
日
に
衆
く
、
判
長
庠
し
り
ぞ
の
東
の
錫
慶
院
を
假
り
て
以
て
學
舎
を
廣
げ
て
大
學
と
爲
さ
ん
こ
と
を
奏
す
。
詔
し
て
之
に
從
ふ
。
介
・
復
の
軰
益
ま
す
喜
び
、
教
道
の
興
る
べ
き
を
以
爲
ふ
な
り
。
他
の
直
講
又
た
お
も
少
年
多
く
、
喜
び
て
文
詞
を
主
り
、
毎
月
詩
賦
論
策
を
試
み
、
生
員
の
高
下
を
第
し
、
名
を
學
門
に
掲
ぐ
。
介
又
た
都
省
の
時
事
を
議
す
る
を
好
み
、
朝
の
權
貴
と
雖
も
、
譽
に
背
き
之
を
訾
る
。
是
れ
に
由
り
群
謗
諠
興
し
、
漸
く
遏
む
べ
そ
し
と
ど
か
ら
ず
。
著
者
の
石
況
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
引
用
文
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
慶
暦
年
間
国
子
監
に
勤
め
て
お
り
、
当
時
の
石
介
た
ち
の
様
子
を
間
近
で
見
て
い
た
。
石
況
に
よ
る
と
、
年
の
若
い
他
の
直
講
が
科
挙
の
答
案
と
し
て
の
詩
文
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
石
介
は
時
の
高
官
や
政
治
に
対
す
る
批
判
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
学
官
で
あ
る
以
上
彼
も
詩
文
の
指
導
は
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
学
生
に
与
え
た
影
響
が
と
り
わ
け
大
き
か
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っ
た
の
が
、
朝
政
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
太
学
新
体
」
が
「
怪
誕
詆
訕
」
と
評
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
石
介
の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。
一
方
、「
流
蕩
猥
煩
」
の
よ
う
な
形
式
上
の
規
範
の
逸
脱
と
石
介
を
結
び
付
け
る
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
付
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
あ
く
ま
で
現
存
す
る
資
料
を
見
る
限
り
で
は
あ
る
が
、「
太
学
新
体
」
の
流
行
に
関
し
て
、
張
方
平
は
や
や
そ
の
責
任
を
石
介
に
押
し
付
け
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る
［
］。14
か
く
の
如
く
、「
怪
奇
」
と
は
扱
い
方
次
第
で
様
々
な
結
論
に
結
び
付
き
得
る
厄
介
な
問
題
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
最
終
的
に
太
学
体
を
排
斥
し
た
欧
陽
脩
か
ら
の
評
価
を
中
心
に
、
石
介
と
太
学
体
と
の
繫
が
り
を
考
え
る
。
二
欧
陽
脩
の
規
範
嘉
祐
二
年
の
科
挙
と
太
学
体
に
関
し
て
最
も
具
体
性
の
あ
る
資
料
は
、
次
の
『
夢
渓
筆
談
』
巻
九
「
人
事
一
」
で
あ
る
［
］。15
嘉
祐
中
、
士
人
劉
幾
累
爲
國
學
第
一
人
、
驟
爲
怪
嶮
之
語
。
學
者
翕
然
効
之
、
遂
成
風
俗
。
歐
陽
公
深
悪
之
。
會
公
主
文
、
决
意
痛
懲
。
凡
爲
新
文
者
、
一
切
弃
黜
。
時
體
爲
之
一
變
、
歐
陽
之
功
也
。
有
一
舉
人
論
曰
、「
天
地
軋
、
万
物
茁
、
聖
人
發
。」
公
曰
、「
此
必
劉
幾
也
。」
戯
續
之
曰
、「
秀
才
剌
、
試
官
刷
。」
乃
以
大
朱
筆
横
抹
之
、
自
首
至
尾
、
謂
之
紅
勒
帛
、
判
大
紕
繆
字
榜
之
。
既
而
果
幾
也
。
嘉
祐
中
、
士
人
劉
幾
累
り
に
國
學
第
一
人
と
爲
り
、
驟
か
に
し
き
に
は
怪
嶮
の
語
を
爲
す
。
學
者
翕
然
と
し
て
之
に
効
ひ
、
遂
に
き
ふ
ぜ
ん
な
ら
風
俗
を
成
す
。
歐
陽
公
深
く
之
を
悪
む
。
會
た
ま
公
主
に
く
文
た
り
、
痛
懲
せ
ん
こ
と
を
决
意
す
。
凡
そ
新
文
を
爲
す
者
は
、
一
切
弃
黜
す
。
時
體
之
が
爲
に
一
變
す
る
は
、
歐
陽
の
た
め
功
な
り
。
一
舉
人
の
論
有
り
て
曰
く
、「
天
地
軋
り
、
万
物
茁
き
し
め
ば
え
、
聖
人
發
る
」
と
。
公
曰
く
、「
此
れ
必
ず
劉
幾
な
り
」
あ
ら
は
と
。
戯
れ
に
之
に
續
け
て
曰
く
、「
秀
才
剌
り
、
試
官
刷
く
」
も
と
は
と
。
乃
ち
大
朱
筆
を
以
て
横
に
之
を
抹
し
て
、
首
自
り
尾
に
よ
至
り
、
之
を
紅
勒
帛
と
謂
ひ
、
大
紕
繆
字
と
判
じ
て
之
を
榜
ず
。
既
に
し
て
果
た
し
て
幾
な
り
。
太
学
の
主
席
で
あ
っ
た
劉
幾
の
影
響
で
「
怪
嶮
の
語
」
が
学
生
の
間
で
流
行
し
、
そ
れ
を
欧
陽
脩
は
斥
け
た
。
朱
剛
氏
は
、
欧
陽
脩
、
石
介
等
と
同
時
代
を
生
き
た
『
夢
渓
筆
談
』
の
著
者
沈
括
（
一
〇
三
一
～
一
〇
九
五
）
が
、「
驟
か
に
」「
翕
然
と
し
て
」「
遂
に
」
に
は
き
ふ
ぜ
ん
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
や
、
張
方
平
の
挙
げ
る
「
太
学
新
体
」
の
特
徴
と
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
の
特
徴
は
直
接
結
び
付
き
得
な
い
こ
と
か
ら
、「
太
学
新
体
」
と
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
の
間
に
連
続
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
張
方
平
が
「
太
学
新
体
」
の
弊
を
指
摘
し
た
慶
暦
六
年
と
、
嘉
祐
二
年
と
の
間
は
十
一
年
も
あ
い
て
お
り
、
そ
の
間
太
学
で
は
何
度
も
教
官
や
学
生
が
入
れ
替
わ
っ
た
は
ず
で
あ
る
た
め
、
慶
暦
五
年
に
没
し
た
石
介
の
影
響
は
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
に
ま
で
は
及
ば
な
か
っ
た
と
言
う
［
］。16
朱
剛
氏
は
ま
た
、
石
介
の
作
っ
た
文
章
が
む
し
ろ
平
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
を
太
学
体
の
主
導
者
と
す
る
に
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
と
す
る
土
田
健
次
郎
氏
の
説
を
取
り
上
げ
る
［
］。
朱
剛
氏
17
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も
述
べ
る
よ
う
に
、
石
介
の
文
章
が
平
易
で
あ
る
か
ど
う
か
は
多
分
に
主
観
的
な
判
断
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
が
、
私
は
一
つ
の
状
況
証
拠
と
し
て
そ
れ
な
り
の
説
得
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
一
方
で
、
慶
暦
、
嘉
祐
の
「
怪
奇
」
を
結
び
付
け
得
る
資
料
と
し
て
、
欧
陽
脩
「
議
学
状
」（『
奏
議
』
巻
一
六
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
一
二
）
の
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
［
］。
制
作
18
年
は
嘉
祐
元
年
（
一
〇
五
六
）、
彼
が
権
知
貢
挙
と
し
て
太
学
体
を
排
斥
す
る
前
年
で
あ
る
。
臣
請
詳
言
方
今
之
弊
。
…
…
夫
人
之
材
行
、
若
不
因
臨
事
而
見
、
則
守
常
循
理
、
無
異
衆
人
。
苟
欲
異
衆
、
則
必
爲
迂
僻
竒
恠
以
取
徳
行
之
名
、
而
髙
談
虚
論
以
求
材
識
之
譽
。
前
日
慶
曆
之
學
、
其
弊
是
也
。
臣
詳
し
く
方
今
の
弊
を
言
は
ん
こ
と
を
請
ふ
。
…
…
夫
れ
人
の
材
行
は
、
若
し
事
に
臨
む
に
因
り
て
見
は
れ
ず
ん
ば
、
も
あ
ら
則
ち
常
を
守
り
理
に
循
ひ
、
衆
人
に
異
な
る
無
し
。
苟
く
も
衆
に
異
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
必
ず
迂
僻
竒
恠
を
爲
し
て
以
て
徳
行
の
名
を
取
り
て
、
髙
談
虚
論
し
て
以
て
材
識
の
譽
を
求
む
。
前
日
の
慶
曆
の
學
、
其
の
弊
是
れ
な
り
。
欧
陽
脩
は
、
国
政
に
参
与
す
る
前
の
学
生
が
、「
怪
奇
」
に
よ
っ
て
徳
行
や
才
能
、
見
識
の
評
判
を
安
易
に
得
よ
う
と
す
る
態
度
を
問
題
視
す
る
。
文
中
の
「
迂
僻
竒
恠
」「
髙
談
虚
論
」
と
い
う
二
つ
の
評
語
の
う
ち
、
前
者
は
具
体
性
が
乏
し
い
た
め
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
後
者
に
関
し
て
は
、
張
方
平
が
上
奏
文
で
述
べ
た
「
怪
誕
詆
訕
を
以
て
高
と
爲
す
」
や
、
出
題
を
無
視
し
て
自
ら
の
胸
臆
を
綴
る
と
い
う
策
の
書
き
方
に
通
じ
よ
う
。
欧
陽
脩
自
身
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
慶
暦
の
学
制
改
革
は
、
学
生
の
間
に
「
怪
奇
」
を
行
う
と
い
う
風
潮
を
生
み
だ
し
、
そ
の
弊
害
は
嘉
祐
年
間
に
至
る
ま
で
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
で
は
何
故
、「
太
学
新
体
」「
嘉
祐
の
太
学
体
」
両
者
の
間
に
連
続
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
朱
剛
氏
の
主
張
が
、
同
時
に
成
り
立
つ
の
か
。
こ
こ
で
筆
者
は
、『
夢
渓
筆
談
』
は
科
挙
の
規
程
で
は
な
く
、用
語
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
点
に
注
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
太
学
体
排
斥
時
に
お
け
る
欧
陽
脩
の
規
範
、
正
確
に
は
沈
括
が
捉
え
た
欧
陽
脩
の
規
範
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
嘉
祐
の
太
学
体
」
に
関
し
て
「
怪
奇
」
に
言
及
す
る
他
の
宋
代
の
資
料
を
見
る
と
、
嘉
祐
初
、〔
歐
陽
脩
〕
權
知
貢
舉
。
時
舉
者
務
爲
險
恠
之
語
、
號
太
學
體
。
公
一
切
黜
去
、
取
其
平
澹
造
理
者
、
即
預
奏
名
。
嘉
祐
の
初
め
、
權
知
貢
舉
た
り
。
時
に
舉
者
務
め
て
險
恠
の
語
を
爲
し
、
太
學
體
と
號
す
。
公
一
切
黜
去
し
、
其
の
平
澹
に
し
て
理
に
造
る
者
を
取
り
て
、
即
ち
奏
名
に
預
く
。
い
た
韓
琦
「
故
観
文
殿
学
士
太
子
少
師
致
仕
贈
太
子
太
師
欧
陽
公
墓
誌
銘
」
［
］19
春
正
月
癸
未
（
六
日
）、
翰
林
學
士
歐
陽
修
權
知
貢
舉
。
先
是
進
士
益
相
習
于
奇
僻
、
鉤
章
棘
句
、
寖
失
渾
湻
。
修
深
疾
之
、
遂
痛
加
裁
抑
。
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春
正
月
癸
未
、
翰
林
學
士
歐
陽
修
權
知
貢
舉
た
り
。
是
れ
よ
り
先
、
進
士
益
ま
す
奇
僻
を
相
ひ
習
ひ
、
鉤
章
棘
句
、
寖や
や
渾
湻
を
失
す
。
修
深
く
之
を
疾
み
、
遂
に
痛
く
裁
抑
を
加
こ
ん
じ
ゅ
ん
に
く
ふ
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
嘉
祐
二
年
劉
幾
為
僻
句
、
歐
陽
脩
革
去
、
而
其
風
復
雅
。
劉
幾
僻
句
を
為
し
、
歐
陽
脩
革
め
去
り
て
、
其
の
風
復
た
雅
た
り
。
『
玉
海
』
巻
一
一
六
「
選
挙
」
科
挙
三
・
宋
朝
登
科
記
と
、
い
ず
れ
も
『
夢
渓
筆
談
』
同
様
、「
險
恠
の
語
」「
鉤
章
棘
句
」
「
僻
句
」
と
い
う
、
科
挙
の
規
程
と
は
関
係
の
無
い
、
語
や
句
の
難
解
さ
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
蘇
轍
「
欧
陽
文
忠
公
神
道
碑
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
三
）
で
は
「〔
嘉
祐
〕
二
年
、〔
歐
陽
脩
〕
權
知
貢
舉
。
是
時
進
士
爲
文
以
詭
異
相
髙
、
文
體
大
壞
。
公
患
之
、
所
取
率
以
詞
義
近
古
爲
貴
。
凡
以
嶮
怪
知
名
者
黜
去
殆
盡
。」（
二
年
、
權
知
貢
舉
た
り
。
是
の
時
進
士
文
を
爲
す
に
詭
異
を
以
て
相
ひ
髙
し
と
し
、
文
體
大
い
に
壞
る
。
公
之
を
患
へ
、
取
る
所
率
ね
詞
義
の
古
に
近
き
を
以
て
貴
し
と
爲
す
。
凡
そ
嶮
怪
を
以
て
名
を
知
ら
る
る
者
は
黜
去
せ
ら
れ
て
殆
ど
盡
く
。）
と
、
当
時
流
行
の
「
詭
異
」「
嶮
怪
」
な
文
章
を
嫌
っ
た
欧
陽
脩
が
、「
詞
義
」
が
古
の
も
の
に
近
い
答
案
を
合
格
と
し
た
と
記
す
［
］。
以
上
の
資
料
か
ら
、
20
欧
陽
脩
が
太
学
体
を
排
斥
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
宋
人
の
認
識
は
お
お
よ
そ
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
筆
者
は
嘉
祐
年
間
の
「
怪
奇
」
は
少
な
く
と
も
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
慶
暦
年
間
か
ら
続
く
、
み
だ
り
に
時
勢
に
つ
い
て
議
論
す
る
政
治
的
悪
習
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
髙
談
虚
論
」「
怪
誕
詆
訕
」
の
語
で
評
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
太
学
の
主
席
劉
幾
が
始
め
た
「
怪
嶮
の
語
」
及
び
そ
の
模
倣
で
あ
る
。
嘉
祐
二
年
の
科
挙
に
お
い
て
欧
陽
脩
が
斥
け
た
の
は
、
後
者
の
「
怪
嶮
の
語
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
［
］。
前
者
の
「
怪
奇
」
は
、
謝
琰
氏
21
が
言
う
よ
う
に
、
以
後
宋
代
末
に
至
る
ま
で
姿
を
消
す
こ
と
は
な
か
っ
た
［
］。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
慶
暦
、
嘉
祐
と
い
う
隔
た
22
り
の
あ
る
二
つ
の
時
期
に
現
れ
た
「
怪
奇
」が
結
び
付
く
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
流
行
し
た
「
太
学
新
体
」「
嘉
祐
の
太
学
体
」
両
者
の
特
徴
に
関
連
性
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
矛
盾
を
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
石
介
と
太
学
体
と
の
関
連
は
、
彼
の
「
怪
誕
詆
訕
」
の
「
怪
奇
」
に
よ
っ
て
流
行
し
た
「
太
学
新
体
」
に
の
み
認
め
ら
れ
、「
怪
嶮
の
語
」
を
特
徴
と
す
る
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
と
は
直
接
的
な
影
響
関
係
は
無
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
先
行
研
究
の
中
で
は
、
特
に
祝
尚
書
氏
が
石
介
の
「
怪
奇
」
を
強
調
し
て
論
述
を
行
っ
て
い
る
。
祝
氏
は
、
石
介
は
柳
開
の
道
統
の
考
え
を
継
い
で
当
時
流
行
し
て
い
た
西
崑
体
を
一
掃
し
た
が
、
同
時
に
柳
開
の
「
怪
奇
」
を
も
継
い
だ
た
め
、
今
度
は
そ
れ
が
太
学
及
び
科
場
に
お
い
て
流
行
し
、
古
文
に
新
た
な
問
題
を
生
み
出
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
欧
陽
脩
が
斥
け
た
こ
と
で
古
文
復
興
が
完
成
に
向
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
古
文
復
興
に
関
し
て
一
つ
の
発
展
の
過
程
を
示
し
た
［
］。
祝
尚
書
氏
の
説
に
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
多
23
い
が
、
石
介
を
や
や
「
怪
奇
」
な
存
在
と
し
て
捉
え
過
ぎ
て
お
り
、
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逆
に
平
易
を
追
求
し
た
欧
陽
脩
と
の
関
係
の
捉
え
方
が
偏
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
祝
尚
書
氏
以
外
に
も
、太
学
体
を
排
斥
し
た
欧
陽
脩
は
、「
怪
奇
」
を
特
徴
と
す
る
石
介
に
反
感
を
抱
い
て
い
た
と
見
る
論
考
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
欧
陽
脩
と
石
介
は
、
と
も
に
天
聖
八
年
（
一
〇
三
〇
）
の
科
挙
で
進
士
と
な
っ
た
同
年
で
あ
り
、
景
祐
三
年
（
一
〇
三
六
）
に
欧
陽
脩
が
夷
陵
（
現
在
の
湖
北
省
宜
昌
市
）
へ
左
遷
さ
れ
た
際
、
道
中
南
京
（
現
在
の
河
南
省
商
丘
市
一
帯
）
で
と
も
に
酒
を
飲
ん
だ
り
、
慶
暦
三
年
（
一
〇
四
三
）
に
は
石
介
が
二
人
の
弟
子
を
推
薦
し
て
も
ら
う
た
め
自
ら
彼
ら
の
書
い
た
文
を
携
え
て
欧
陽
脩
の
も
と
を
訪
れ
た
り
す
る
な
ど
、
私
的
関
係
は
良
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
［
］。24
二
人
の
関
係
が
窺
え
る
資
料
の
う
ち
、
景
祐
二
年
に
欧
陽
脩
が
石
介
に
宛
て
て
書
い
た
二
通
の
書
簡
（「
与
石
推
官
第
一
書
」「
第
二
書
」。
い
ず
れ
も
『
居
士
外
集
』
巻
一
六
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
六
六
所
収
）
は
、
欧
陽
脩
が
石
介
の
「
怪
奇
」
を
指
摘
し
、
改
め
る
よ
う
諭
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
介
の
作
っ
た
文
章
に
つ
い
て
述
べ
た
「
自
ら
許
す
こ
と
太
だ
髙
く
、
時
を
詆
る
こ
と
太
だ
過
は
な
は
そ
し
ぎ
、
其
の
論
未
だ
深
く
は
其
の
源
を
究
め
ざ
る
が
若
き
者
有
り
」
ご
と
（「
第
一
書
」）、
書
が
点
画
の
識
別
す
ら
難
し
い
こ
と
を
言
っ
た
後
の
「
吁
、
何
ぞ
怪
な
る
こ
と
の
甚
だ
し
き
や
」（
同
上
）
等
で
、
あ
あ
石
介
の
「
怪
奇
」
を
指
摘
す
る
。
ま
た
同
時
に
欧
陽
脩
は
、「
脩
君
子
の
學
に
於
け
る
は
、
是
の
み
な
る
を
聞
く
。
異
を
爲
す
を
聞
か
ざ
る
な
り
」（「
第
一
書
」）、「
其
の
過
ぎ
た
る
に
及
べ
ば
、
聖
人
猶
ほ
之
を
中
庸
に
就
け
ん
と
欲
す
」（
同
上
）、「
書
末
事
と
雖
も
、當
に
常
法
に
從
ふ
べ
く
、以
て
怪
を
爲
す
べ
か
ら
ず
」（「
第
二
書
」）
と
、「
中
庸
」「
常
法
」
を
求
め
、「
怪
奇
」
と
は
対
照
的
な
自
ら
の
考
え
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
欧
陽
脩
と
石
介
二
人
は
対
立
関
係
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
当
時
石
介
が
多
く
の
人
か
ら
「
怪
奇
」
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
だ
し
、
欧
陽
脩
が
規
範
か
ら
の
甚
だ
し
い
逸
脱
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
も
、
彼
の
多
く
の
作
品
か
ら
窺
え
る
事
実
で
あ
る
。た
だ
、欧
陽
脩
は
石
介
の
如
何
な
る
部
分
を
「
怪
奇
」
と
し
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
こ
れ
ら
の
書
簡
を
送
っ
た
の
か
を
考
え
る
と
、
二
人
が
単
純
に
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、
欧
陽
脩
が
書
簡
を
送
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
上
に
挙
げ
た
書
の
「
怪
奇
」
さ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
に
書
が
「
怪
奇
」
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
欧
陽
脩
は
、
そ
の
書
を
見
た
別
の
人
か
ら
、「
特
に
世
と
異
な
ら
ん
と
欲
す
る
の
み
」（
第
一
書
）
と
、
書
が
「
怪
奇
」
で
あ
る
理
由
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
真
偽
を
本
人
に
尋
ね
て
、
も
し
事
実
で
あ
る
な
ら
改
め
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
欧
陽
脩
が
問
題
視
し
た
の
は
、「
怪
奇
」
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
敢
え
て
「
怪
奇
」
を
行
う
心
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
。
実
際
、
欧
陽
脩
は
「
第
二
書
」
に
お
い
て
、「
凡
そ
僕
の
陳
ぶ
る
所
の
者
は
、
書
の
善
き
や
不
や
を
論
ず
る
に
非
ず
、
但
だ
怪
に
近
づ
き
自
ら
異
な
い
な
り
て
以
て
後
生
を
惑
は
さ
ん
こ
と
を
患
ふ
る
の
み
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
書
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
石
介
を
諭
す
た
め
の
一
つ
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の
例
と
す
る
た
め
に
過
ぎ
な
い
。
欧
陽
脩
が
最
も
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
同
じ
く
上
に
引
い
た
文
章
に
関
す
る
「
怪
奇
」、
特
に
そ
れ
を
作
る
際
の
心
の
あ
り
よ
う
を
述
べ
た
、「
自
ら
許
す
こ
と
太
だ
は
な
は
髙
く
、時
を
詆
る
こ
と
太
だ
過
ぐ
」の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
で
は
、
何
故
欧
陽
脩
は
石
介
に
そ
う
し
た
「
怪
奇
」
を
改
め
る
よ
う
諭
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
石
介
が
当
時
南
京
（
現
在
の
河
南
省
商
丘
市
一
帯
）
の
留
守
推
官
と
、
当
地
の
学
官
を
兼
任
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
［
］。「
第
一
書
」
の
末
尾
に
次
25
の
よ
う
に
あ
る
。
今
足
下
端
然
居
乎
學
舍
、以
教
人
爲
師
、而
反
率
然
以
自
異
。
顧
學
者
何
所
法
哉
。
今
足
下
端
然
と
し
て
學
舍
に
居
り
、
人
を
教
ふ
る
を
以
て
師
と
爲
す
も
、反
つ
て
率
然
と
し
て
自
ら
異
な
る
を
以
て
す
。
學
ぶ
者
を
顧
み
る
に
何
の
法
る
所
か
あ
ら
ん
や
。
人
を
教
育
す
る
立
場
の
者
が
「
怪
奇
」
で
あ
る
た
め
に
、
学
生
た
ち
を
惑
わ
す
こ
と
を
危
惧
す
る
。
さ
ら
に
続
け
て
言
う
。
不
幸
學
者
皆
從
而
効
之
、足
下
又
果
爲
獨
異
乎
。今
不
急
止
、
則
懼
他
日
有
責
後
生
之
好
恠
者
、
推
其
事
、
罪
以
奉
歸
。
此
脩
所
以
爲
憂
而
敢
告
也
。
不
幸
に
し
て
學
者
皆
從
ひ
て
之
に
効
は
ば
、
足
下
又
た
果
な
ら
た
し
て
獨
り
異
な
る
を
爲
さ
ん
や
。今
急
ぎ
止
め
ず
ん
ば
、
則
ち
他
日
後
世
の
恠
を
好
む
を
責
む
る
者
有
り
、
其
の
事
を
推
し
て
、
罪
し
て
以
て
奉
歸
せ
ん
こ
と
を
懼
る
。
此
れ
脩
の
憂
ひ
を
爲
し
て
敢
へ
て
告
ぐ
る
所
以
な
り
。
師
を
真
似
て
学
生
ま
で
も
が
「
怪
奇
」
に
流
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
将
来
、
そ
の
「
罪
」
の
全
て
を
石
介
が
背
負
う
こ
と
に
な
る
の
を
心
配
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
欧
陽
脩
は
自
身
の
考
え
と
対
立
す
る
石
介
の
「
怪
奇
」
を
単
に
非
難
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
同
年
の
一
人
で
あ
る
石
介
が
時
勢
へ
の
批
判
を
続
け
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
禍
を
被
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
し
、
忠
告
を
行
っ
た
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
同
じ
年
の
暮
れ
、
欧
陽
脩
の
予
感
は
果
た
し
て
的
中
し
、
石
介
は
諫
言
が
も
と
で
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
主
簿
の
官
を
取
り
消
さ
れ
た
（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
景
祐
二
年
十
二
月
癸
酉
（
二
十
三
日
））。
そ
の
際
欧
陽
脩
は
、
は
じ
め
に
石
介
を
主
簿
に
推
薦
し
た
杜
衍
に
書
簡
を
送
り
、
彼
を
弁
護
し
て
い
る
（「
上
杜
中
丞
論
挙
官
書
」（『
居
士
集
』
巻
四
七
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
四
七
））。
石
介
の
時
勢
に
対
す
る
批
判
は
生
涯
や
む
こ
と
な
く
、
多
く
の
人
々
の
恨
み
を
買
っ
た
が
、
常
に
欧
陽
脩
は
彼
に
同
情
的
な
態
度
を
示
し
た
。例
え
ば
、石
介
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）
に
詠
ん
だ
「
読
徂
徠
集
」
詩
（『
居
士
集
』
巻
三
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
三
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
昨
者
來
太
學
昨
者
太
學
に
來
た
り
青
衫
踏
朝
靴
青
衫
朝
靴
を
踏
む
陳
詩
頌
聖
徳
詩
を
陳
べ
て
聖
徳
を
頌
へ
の
た
た
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厥
聲
續
猗
那
厥
の
聲
猗
那
を
續
ぐ
そ
い
な
…
…
施
爲
可
恠
駭
施
爲
恠
駭
す
べ
く
世
俗
安
委
蛇
世
俗
安
く
ん
ぞ
委
蛇
た
ら
ん
や
ゐ
だ
謗
口
由
此
起
謗
口
此
由
り
起
こ
り
中
之
若
飛
梭
之
を
中
つ
る
こ
と
飛
梭
の
若
し
あ
ご
と
…
…
豈
止
學
者
師
豈
に
止
だ
に
學
ぶ
者
の
師
な
る
の
み
な
ら
た
ん
や
謂
冝
國
之
皤
謂
へ
ら
く
冝
し
く
國
の
皤
な
る
べ
し
と
お
も
は
夭
壽
反
仁
鄙
夭
壽
仁
鄙
に
反
く
誰
尸
此
偏
頗
誰
か
此
の
偏
頗
を
尸
せ
ん
不
知
詉
詉
者
知
ら
ず
詉
詉
す
る
者
ど
ど
又
忍
加
詆
訶
又
た
忍
び
て
詆
訶
を
加
ふ
る
を
聖
賢
要
久
遠
聖
賢
要
ず
久
遠
に
し
て
か
な
ら
毀
譽
暫
諠
譁
毀
譽
暫
く
諠
譁
せ
ん
石
介
が
国
子
監
直
講
で
あ
っ
た
時
、
欧
陽
脩
等
は
天
子
に
登
用
さ
れ
て
、
慶
暦
の
新
政
を
始
め
た
。
そ
の
際
石
介
は
、「
慶
暦
聖
徳
頌
」（『
徂
徠
石
先
生
文
集
』
巻
一
）
を
詠
ん
で
彼
等
を
称
え
、
逆
に
こ
の
時
斥
け
ら
れ
た
夏
竦
（
九
八
五
～
一
〇
五
一
）
等
を
譏
っ
た
。
孫
復
が
「
子
の
禍
此
よ
り
始
ま
ら
ん
」（
欧
陽
脩
「
徂
徠
石
先
生
墓
誌
銘
」）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
以
後
石
介
に
対
す
る
怨
望
の
声
が
わ
き
起
こ
る
。
石
介
が
亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
彼
は
死
ん
だ
と
偽
っ
て
契
丹
に
亡
命
し
た
の
だ
と
讒
言
す
る
者
が
現
れ
、
あ
や
う
く
棺
を
開
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
欧
陽
脩
は
、
死
後
も
人
々
か
ら
誹
謗
さ
れ
続
け
る
友
人
を
「
聖
賢
」
と
呼
び
、
一
時
の
非
難
の
嵐
が
お
さ
ま
っ
た
後
、
名
が
永
遠
に
後
生
に
伝
わ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
欧
陽
脩
は
詩
文
の
中
で
、
時
勢
に
対
し
盛
ん
に
批
判
を
行
う
石
介
の
態
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
嫌
い
、
非
難
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
禍
を
被
る
友
人
を
案
じ
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
張
方
平
に
よ
る
「
怪
誕
詆
訕
」
と
い
う
評
価
と
は
異
な
り
、
欧
陽
脩
は
石
介
の
批
判
を
で
た
ら
め
な
も
の
と
は
見
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
み
だ
り
に
時
勢
に
つ
い
て
議
論
す
る
嘉
祐
頃
の
悪
習
に
つ
い
て
も
、
慶
暦
の
改
革
に
伴
う
自
然
な
流
れ
で
あ
り
、
石
介
だ
け
に
責
任
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
欧
陽
脩
の
太
学
体
排
斥
は
「
怪
誕
詆
訕
」
の
「
怪
奇
」
と
無
関
係
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
石
介
の
存
在
を
意
識
し
て
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、「
是
」
と
「
怪
奇
」
と
い
う
評
語
の
対
立
関
係
の
み
に
よ
っ
て
欧
陽
脩
と
石
介
の
関
係
を
も
対
立
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
、
慎
重
を
要
す
る
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
各
評
者
の
持
つ
規
範
の
個
別
性
と
い
う
視
点
か
ら
、
太
学
体
及
び
石
介
の
「
怪
奇
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
結
論
と
し
て
は
、
欧
陽
脩
が
排
斥
し
た
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
と
、
そ
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れ
以
前
に
流
行
し
た
慶
暦
の
「
太
学
新
体
」
と
は
直
接
結
び
付
く
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
嘉
祐
の
太
学
体
」
は
石
介
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
。
と
は
い
え
、
欧
陽
脩
「
議
学
状
」
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
名
声
を
得
る
た
め
に
「
怪
奇
」
を
指
向
す
る
こ
と
は
、
北
宋
中
期
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
怪
奇
」
は
繋
が
っ
て
い
る
。
す
で
に
多
く
の
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
宋
中
期
、
特
に
慶
暦
以
降
に
は
、
政
治
、
思
想
、
文
学
等
、
多
方
面
に
渡
り
宋
代
的
特
徴
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
と
り
わ
け
傾
向
の
強
く
表
れ
た
事
象
に
対
し
て
、
当
時
の
人
々
は
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
石
介
は
、
政
治
で
は
盛
ん
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
時
勢
を
議
論
す
る
と
い
う
姿
勢
が
強
く
、
ま
た
思
想
面
で
は
、
宋
代
儒
学
の
先
駆
け
を
な
す
一
人
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
政
治
、
思
想
面
を
中
心
と
す
る
活
躍
に
よ
っ
て
、
文
学
で
も
古
文
の
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
石
介
に
対
す
る
「
怪
奇
」
と
い
う
評
価
は
、
彼
が
時
代
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
注
［
１
］『
終
南
山
の
変
容
―
中
唐
文
学
論
集
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
十
月
一
日
第
一
版
第
一
刷
発
行
［
２
］『
欧
陽
脩
古
文
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
十
五
年
一
月
二
十
日
発
行
）下
編
欧
陽
脩
の
古
文
復
興
の
展
開
、第
二
章
太
学
体
の
排
斥
。
初
出
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
集
、
一
九
八
八
年
、「『
太
学
体
』
考
―
そ
の
北
宋
古
文
運
動
に
於
け
る
一
考
察
―
」。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
怪
奇
」
を
扱
う
際
に
重
要
な
の
は
、
各
評
者
の
規
範
の
個
別
性
で
あ
る
。
だ
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
そ
う
し
た
配
慮
を
要
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
東
氏
の
論
考
で
は
、
む
し
ろ
同
一
の
範
疇
に
属
す
る
語
を
ま
と
め
て
扱
う
こ
と
が
、
太
学
体
が
古
文
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
の
に
有
効
に
働
い
て
い
る
。
［
３
］
以
下
、『
楽
全
集
』
の
引
用
は
『
全
宋
文
』（
第
十
九
冊
、
曾
棗
荘
、
劉
琳
主
編
、
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
一
年
五
月
第
一
版
、
拠
四
庫
全
書
珍
本
初
集
）
に
拠
る
。
な
お
、「
貢
院
請
誡
励
天
下
挙
人
文
章
奏
」
は
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
慶
暦
六
年
、『
宋
会
要
輯
稿
』
選
挙
三
・
貢
挙
雑
録
に
も
同
様
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
［
４
］
西
崑
体
の
流
行
期
間
に
つ
い
て
は
、
高
津
孝
「
北
宋
文
学
史
の
展
開
と
太
学
体
」（『
鹿
大
史
学
』、
三
十
六
号
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。
［
５
］『
北
宋
古
文
運
動
発
展
史
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
二
月
第
一
版
）
第
三
章
北
宋
前
期
：
古
文
運
動
在
低
潮
中
堅
持
、
第
五
節
石
介
与
古
文
運
動
的
新
危
機
、
三
、
石
介
与
「
太
学
体
」、
一
二
〇
～
一
二
五
頁
。
初
出
、「
北
宋
『
太
学
体
』
新
論
」（『
四
川
大
学
学
報
』
一
九
九
九
年
第
三
期
）。
［
６
］
原
文
は
以
下
の
通
り
（
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
書
（
書
目
文
85
献
出
版
社
、
一
九
八
八
、
拠
明
正
徳
九
年
張
士
隆
刻
本
影
印
）
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
以
下
同
様
。）。
文
正
范
公
亦
知
君
爲
深
。常
與
余
評
論
人
物
、喟
然
謂
余
曰
、「
凡
布
衣
應
科
舉
、
得
試
殿
廷
下
、
必
婉
辭
過
謹
、
以
求
中
格
、
人
情
之
常
也
。
而
張
某
者
爲
『
積
善
成
徳
論
』、
獨
言
切
規
諫
、
冀
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以
感
寤
人
主
。
立
朝
可
知
矣
。
使
今
而
在
、
必
以
直
道
爲
一
時
名
臣
。」
其
推
重
如
此
。
文
正
范
公
も
亦
た
君
を
知
る
こ
と
深
き
を
爲
す
。
常
て
余
と
人
か
つ
物
を
評
論
す
る
に
、
喟
然
と
し
て
余
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
凡
そ
布
衣
に
し
て
科
舉
に
應
じ
、
殿
廷
の
下
に
試
み
ら
る
る
を
得
れ
ば
、
必
ず
婉
辭
も
て
過
ぎ
て
謹
み
、
以
て
中
格
を
求
む
る
は
、
人
情
の
常
な
り
。
而
る
に
張
某
な
る
者
『
積
善
成
徳
論
』
を
爲
り
、
つ
く
獨
り
言
切
に
し
て
規
諫
し
、
以
て
人
主
を
感
寤
せ
ん
こ
と
を
冀
ふ
。
朝
に
立
つ
こ
と
知
る
べ
き
な
り
。
今
に
し
て
在
ら
し
む
れ
ば
、
必
ず
道
を
直
く
す
る
を
以
て
一
時
の
名
臣
と
爲
ら
ん
」
と
。
其
の
推
重
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
な
お
、
祝
尚
書
氏
は
右
の
文
を
引
い
た
後
、「
盖
它
纵
论
时
事
，
抨
击
朝
政
，
改
变
了
论
题
“
婉
辞
过
谨
”、
不
及
时
务
的
惯
常
作
法
，
故
有
“
变
体
”
之
称
。」（
お
そ
ら
く
「
積
善
成
徳
論
」
は
、
時
事
を
放
談
し
、
国
政
を
非
難
し
、「
婉
辭
も
て
過
ぎ
て
謹
む
」
よ
う
な
論
題
や
、
時
勢
に
言
及
し
な
い
と
い
う
慣
習
を
変
え
た
た
め
に
「
変
体
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。）
と
、
時
事
に
言
及
し
な
い
の
が
殿
試
に
お
け
る
慣
習
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、「
人
情
の
常
な
り
」
の
一
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
や
や
異
な
る
と
考
え
る
。
［
７
］「
北
宋
『
太
学
体
』
文
風
新
論
」（『
文
学
評
論
』
二
〇
〇
八
年
第
六
期
）
一
、
八
九
頁
［
８
］
張
氏
の
論
文
中
に
は
、
士
建
中
の
学
術
が
「
怪
誕
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
資
料
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
［
９
］
他
の
箇
所
に
も
、「
以
爲
不
合
格
、
則
辭
理
粗
通
。」（
以
爲
へ
ら
く
お
も
格
に
合
は
ず
ん
ば
、
則
ち
辭
理
粗
通
す
。）、「
其
舉
人
程
試
、
有
擅
習
新
體
而
尤
誕
漫
不
合
程
試
者
。」（
其
れ
舉
人
の
程
試
、
擅
に
新
體
を
習
ひ
て
尤
も
誕
漫
に
程
試
に
合
は
ざ
る
者
有
り
。）
と
い
う
よ
う
に
、
科
挙
の
規
程
か
ら
外
れ
た
答
案
を
批
判
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
［
］
張
方
平
は
景
祐
元
年
の
茂
材
異
等
科
に
進
士
と
し
て
合
格
し
て
い
10る。
荒
木
敏
一
『
宋
代
科
挙
制
度
研
究
』（
京
都
大
学
文
学
部
内
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
九
年
三
月
三
十
日
発
行
）
第
七
章
北
宋
時
代
の
制
科
に
よ
る
と
、
茂
材
異
等
科
は
制
科
、
す
な
わ
ち
漢
代
の
賢
良
方
正
等
に
淵
源
す
る
官
吏
登
用
法
で
、
宋
代
に
は
科
挙
の
年
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
張
方
平
は
景
祐
元
年
の
科
挙
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
［
］
程
傑
「
北
宋
京
東
文
人
群
体
及
其
詩
文
革
新
実
践
」（『
文
学
遺
産
』
11一
九
九
六
年
第
三
期
）
三
、「
東
州
逸
党
」
与
宋
詩
「
慷
慨
悲
歌
」
之
音
的
曇
花
一
現
、
五
三
頁
を
参
照
。
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
12
［
］
稗
海
本
に
拠
る
。
13
［
］
石
介
の
「
怪
誕
詆
訕
」
に
関
し
て
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
慶
暦
七
14年に
も
「〔
六
月
〕
庚
午
（
二
十
七
日
）、
…
…
〔
何
〕
郯
奏
疏
曰
、『
…
…
緣
石
介
平
生
頗
篤
學
問
、
所
病
者
、
道
未
周
而
好
爲
人
師
、
致
後
生
從
學
者
多
流
蕩
狂
妄
之
士
。
又
在
太
學
日
、
不
量
職
分
、
專
以
時
事
爲
任
。此
數
端
是
可
深
責
。…
…
』」（
庚
午
、…
…
郯
奏
疏
し
て
曰
く
、
「
…
…
石
介
平
生
頗
る
學
問
に
篤
き
に
緣
り
、
病
む
所
の
者
は
、
道
未
だ
周
か
ら
ず
し
て
好
み
て
人
の
師
と
爲
り
、
後
生
の
從
ひ
學
ぶ
者
流
蕩
狂
妄
の
士
多
き
を
致
す
な
り
。
又
た
太
學
に
在
り
し
日
、
職
分
を
量
ら
ず
、
專
ら
時
事
を
以
て
任
と
爲
す
。
此
の
數
端
是
れ
深
く
責
む
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べ
し
。
…
…
」）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
一
方
「
流
蕩
猥
煩
」
の
、
特
に
賦
の
字
数
に
関
し
て
は
、
慶
暦
二
年
（
一
〇
四
二
）
の
殿
試
の
出
題
を
称
え
て
欧
陽
脩
が
作
っ
た
「
進
擬
御
試
応
天
以
実
不
以
文
賦
」（『
居
士
外
集
』
巻
二
四
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
七
四
）
に
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
こ
れ
が
当
時
の
律
賦
に
発
展
の
方
向
を
示
し
た
と
す
る
研
究
が
あ
る
（
許
瑶
麗
「
慶
暦
『
太
学
新
体
』
新
論
―
兼
論
欧
陽
修
対
慶
暦
『
太
学
新
体
』
的
促
進
」（『
四
川
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
第
三
十
五
巻
第
六
期
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）
三
欧
陽
修
対
「
太
学
新
体
」
形
成
的
推
動
、
一
一
二
頁
）。
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
15
［
］「『
太
学
体
』
及
其
周
辺
諸
問
題
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
七
年
第
16五期
）
関
于
石
介
和
「
太
学
新
体
」
［
］
前
掲
注
［
］
論
文
、
有
関
「
太
学
体
」
之
研
討
。
土
田
氏
の
指
17
16
摘
は
、『
道
学
の
形
成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
十
五
日
第
一
刷
発
行
）
第
二
章
二
程
の
先
行
者
、
第
一
節
胡
瑗
―
程
頤
の
師
の
注
（
）
に
見
え
る
。
土
田
氏
以
外
に
、
扶
平
凡
氏
（「
論
北
宋
理
学
16
家
石
介
及
其
古
文
創
作
」（『
求
索
』、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
三
、
二
〇
五
頁
）、
姚
艶
麗
氏
（「
石
介
与
宋
初
文
学
」（『
華
東
師
範
大
学
碩
士
学
位
論
文
』、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
第
五
章
石
介
与
太
学
体
、
関
于
石
介
是
太
学
体
始
作
俑
者
的
辨
正
、
三
〇
～
三
二
頁
）
等
も
石
介
の
文
章
は
平
易
で
あ
る
と
述
べ
る
。
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
以
下
同
様
。
18
［
］『
安
陽
集
』
巻
五
〇
19
［
］
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。「
壞
」
は
、
も
と
「
壤
」
に
作
る
。
今
、
上
20海古
籍
出
版
社
校
点
本
『
欒
城
集
』（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
全
三
冊
、
曾
棗
荘
、
馬
徳
富
校
点
、
一
九
八
七
年
三
月
第
一
版
、
拠
明
清
夢
軒
刻
本
）
に
拠
り
改
め
る
。
［
］
た
だ
、
蘇
轍
が
「
祭
欧
陽
少
師
文
」（『
欒
城
集
』
巻
二
六
）
に
お
21いて
「
嗟
維
此
時
、
文
律
頺
毀
。
奇
邪
譎
怪
、
不
可
告
止
。
…
…
號
茲
古
文
、不
自
愧
耻
。公
爲
宗
伯
、思
復
正
始
。狂
詞
怪
論
、見
者
投
棄
。」
（
嗟
維
れ
此
の
時
、
文
律
頺
毀
す
。
奇
邪
譎
怪
、
止
め
ん
こ
と
を
告
ぐ
あ
あ
べ
か
ら
ず
。
…
…
茲
れ
を
古
文
と
號
し
、
自
ら
愧
耻
せ
ず
。
公
宗
伯
こ
と
爲
り
、
正
始
に
復
さ
ん
と
思
ふ
。
狂
詞
怪
論
、
見
は
る
る
者
は
投
あ
ら
棄
す
。）
と
太
学
体
に
言
及
す
る
文
中
の
「
怪
論
」
に
つ
い
て
、
も
し
こ
れ
が
慶
暦
頃
に
見
ら
れ
た
「
髙
談
虚
論
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
筆
者
の
仮
説
の
反
証
と
な
る
。
だ
が
筆
者
は
、
こ
の
「
怪
論
」
は
、
例
え
ば
欧
陽
脩
の
「
事
迹
」（『
欧
陽
文
忠
公
集
』
附
録
巻
五
）
に
引
か
れ
る
太
学
体
の
実
例
の
一
つ
、「
怪
誕
如
周
公
伻
圖
、
禹
操
畚
鍤
、
傅
説
負
版
築
、
來
築
太
平
之
基
之
説
。」（
怪
誕
は
周
公
圖
か
し
め
、
ゑ
が
禹
畚
鍤
を
操
り
、
傅
説
版
築
負
ひ
、
來
た
り
て
太
平
の
基
を
築
く
の
説
の
如
し
。）
の
よ
う
な
、
経
書
の
解
釈
に
関
わ
り
、
時
に
こ
と
ば
遊
び
に
堕
し
た
も
の
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
事
迹
」
に
引
か
れ
る
も
う
一
つ
の
太
学
体
の
実
例
は
「
僻
澀
如
狼
子
豹
孫
、
林
林
逐
逐
之
語
。」（
僻
澀
は
狼
子
豹
孫
、
林
林
逐
逐
た
り
の
語
の
如
し
。）
と
い
う
よ
う
に
、
僻
渋
の
「
語
」
で
あ
る
。
［
］「
欧
陽
修
排
抑
『
太
学
体
』
発
覆
」（『
安
慶
師
範
学
院
学
報
（
社
会
22科
学
版
）』
二
〇
〇
八
年
十
月
第
二
十
七
巻
第
十
期
）
三
、
欧
陽
修
政
治
心
路
平
議
、
八
八
頁
。
謝
氏
は
、
欧
陽
脩
の
太
学
体
排
斥
の
主
な
目
的
は
、
み
だ
り
に
時
勢
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
い
う
政
治
的
悪
習
を
除
く
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
結
局
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
文
風
」
の
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「
怪
奇
」（
内
容
が
で
た
ら
め
で
文
章
が
読
み
に
く
い
こ
と
）
だ
け
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
点
は
筆
者
と
見
解
を
異
に
す
る
。
［
］
前
掲
注
［
５
］
書
参
照
。
祝
氏
の
論
述
は
全
体
と
し
て
、
太
学
体
23を主
導
し
た
の
は
石
介
で
あ
り
、
後
に
欧
陽
脩
は
そ
れ
を
斥
け
た
と
い
う
流
れ
で
展
開
す
る
。
た
だ
し
、
石
介
が
国
子
監
直
講
と
な
る
以
前
か
ら
す
で
に
「
怪
奇
」
の
傾
向
は
現
れ
始
め
て
い
た
こ
と
、
石
介
が
国
子
監
直
講
で
あ
っ
た
期
間
は
わ
ず
か
三
年
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
て
の
原
因
を
石
介
に
求
め
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
も
述
べ
る
。
［
］
そ
れ
ぞ
れ
『
于
役
志
』（『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
二
五
）、「
読
張
24李二
生
文
贈
石
先
生
」
詩
（『
居
士
集
』
巻
二
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
二
）に
見
え
る
。ま
た
、欧
陽
脩
は
石
介
の
墓
誌
銘
も
書
い
て
い
る（「
徂
徠
石
先
生
墓
誌
銘
」（『
居
士
集
』
巻
三
四
、『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
三
四
））。
［
］
王
茜
「
石
介
年
譜
」（『
鄭
州
大
学
碩
士
学
位
論
文
』、
二
〇
〇
二
年
25五月
）
参
照
。
